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伊那市では、「地域共生社会」の実現に向け、令和元年に
官民共同で研究チームを設置し、令和 2 年に伊那市なら
ではの地域共生の姿「なから伊那暮らし」を発表しました。
現在は、伊那市の住民や暮らしの多様性を表現した「いな
からプロジェクト」の取組にも発展しています。

伊那市社会福祉協議会

伊那市企画部地域創造課地域振興係

伊那市企画部地域創造課
地域振興係

原
は ら

 智
と も み

美さん

伊那市社会福祉協議会
地域福祉コーディネーター

三
み う ら

浦 正
ま さ や

也さん

毎号、福祉の現場に新しい風を吹き込む
スタッフをご紹介します。

伊那市山寺 298-1　【電話番号】0265-73-2544

伊那市下新田 3050　【電話番号】0265-78-4111（内線 2251）

一人ひとりが地域共生を自分事として捉え、それぞれが意識することで『伊那暮らし』が心地よいものになっていく」と
いう考え方を基本にしてイメージしています。
編み物をモチーフにしたマークには「イナ」の文字が隠れています。一人ひとり違って OK、しかし、お互いに関わりあ
いながらひとつのイナという地域＝心地よい織物を作っていこうという想いを形にしました。一番上の段だけ「イナ」になっ
ていないのは、まだこれから編まれる未来を表しています。色んな長さ（形）、色があるのは、様々な考え方や価値観が
あり、色んな人の存在や関わりで伊那市ができていることをイメージして製作しています。
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「なから伊那暮らし」と多彩な住民の活躍で地域の魅力を生む「いなからプロジェクト」

多様な価値観を認める意識醸成
国が示す「地域共生社会」の実現には、地域住民や企

業、行政等の連携による地域づくりが必要です。伊那市
では「地域共生社会」という抽象的なイメージを具体化
させて市民に伝えるため、令和元年から 2 年かけて官民
共同で「伊那市型地域共生社会と住民意識の醸成を検
討する研究チーム」を発足させました。メンバーは「『暮
らし』の再認識　あなたの本気ぶつけてみませんか？」と
いう告知を見て応募した 40 歳以下の社協や市役所職
員、さらに当時の地域福祉コーディネーターと縁のあった
市民、そしてアドバイザーである信州大学経法学部の井
上信宏教授の 12 名。そのうちの 1 人だったのが、当時、
多機能型事業所「ゆめわーく」で生活支援員を務めてい
た三浦正也さんです。市役所職員である原智美さんは、
当時社協に派遣しており、グラフィックレコーディング（ミー
ティングの内容などをリアルタイムに絵や図形でまとめる
作業）担当として研究会の様子を間近で感じてきました。
研究チームは、グループワークなどを通し、1 年目はメン
バー同士が互いの多様性を知りつつ「地域共生社会」の
方向性を検討。「50 年後の未来人になる」というテーマ
のもと、県内社協初の試みとしてフューチャーデザインを
用いたワークも実施しました。こうした活動を通し、三浦
さんは「さまざまな立場や役割を持った方がいる中で多
様な考え方や価値観を知って受け入れていくきっかけにな
り、職場での対話の重要性も再認識したりと、まさに意識
醸成につながった貴重な経験ができた」と振り返ります。

伊那らしさを表現した「なから」
2 年間で実施したワークは全 16 回。2 年目は各メ

ンバーが自由な表現で地域共生について語り、その中
で出てきたのが、長野県で「だいたい、おおよそ」を
表す「なから」という方言です。次第に暮らしの中の
ほどよいつながり＝「なから感」が大切だとの考えが
固まり、最終的に伊那市が目指す地域共生社会の姿が

「なから伊那暮らし 多様性？ 関係性？ 居場所？ つなが
りを自分が創造する」と決まりました。サブタイトルに

「？」を付けることで、言い切るのではなく住民への
問いかけを表現しています。

こうした経緯と経験を踏まえ、令和 4 年に現部署に
異動した原さんが中心となって立ち上げたのが、伊那
市のキャラクター「イーナちゃん」グッズの製作を通し、
多様な住民が生きがいを持って地域づくりに参加する

「いなからプロジェクト」です。第 1 弾では企業協賛
を募り、障がいのある人のアート作品をモチーフにし
たクリアファイルを作成。第 2 弾では地元高校生とトー
トバッグを製作し、現在は第 3 弾を企画中です。「住
民一人ひとりが多彩な色を持つカラフルな存在で、グ
ラデーションになって伊那を形作っているイメージから
プロジェクト名を付けた」と原さん。さまざまな切り口
で共に暮らす人々が活躍できる機会を創出しながら地
元の魅力を再発見し、「なから」な距離感で住民の関
心を地域に向けつつ地域共生社会の実現を目指してい
きます。

1「研究会での 2 年間の意識醸成が今も仕事に生きている」と話
す三浦さんと原さん。2三浦さんが研究会で特に印象に残った活
動「おにぎり作り」。「ゆめわーく」の利用者や親子連れなど幅広い
立場や年齢層が参加し、自然な流れで自分の役割を見つけ、課題
解決を行う地域共生社会の一つのかたちを体感したと話す。右下
のリングは、地域の皆さんと伊那市に暮らす一人ひとりの「暮らし」
について考える場として「なから伊那暮らし」を題材にした、伊那
暮らしセッションを実施しており、参加者へ「なから伊那暮らし」を
推進していく仲間の証として配布している。3第 2 弾のトートバッ
グ。水の妖精「イーナちゃん」をおにぎりに例えた高校生のアイデ
アも多様性のひとつ。45「いなからプロジェクト」第 1 弾で製作
したクリアファイルは、SDGs を踏まえた紙製。42 作品の応募か
ら 5 作品が選ばれ、完成したグッズを作者から協賛企業へ渡した。
企業と事業所のマッチングも兼ねた取組で、作者には使用料として
謝金の支払いも。
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フューチャー・デザインとは
私たちは、目の前の生活の豊かさを求めて暮らし

がちです。しかし、そのことで将来世代へ引き継ぐ
べき資源を奪い、一方で、負担を大きくして将来に
先送りしていないかという懸念があります。環境破
壊、気候変動、財政赤字などの話題を見聞きすると
そうしたことを実感せざるを得ません。

こうしたなか、今、「フューチャー・デザイン」が
注目されています。「フューチャー・デザイン」とは
未来に関わる仕組や政策を考える時に、ワークショッ
プにより未来人になりきって考えるという手法であり、
将来世代をおもんばかるという理念でもあります。

本県では信州大学経法学部が中心となり、2017
年から行政施策の検討過程などにおいてフュー
チャー・デザイン・ワークショップが多数開催される
など、既に具体的な取組が進んでいましたが、昨年

３月、信州大学経法学部と長野県社会福祉協議会と
の間において協定が取り交わされ、「①フューチャー・
デザインとソーシャルワークの融合に関する研究」、

「②地域福祉活動へのフューチャー・デザインの実
装」などについて連携して取り組んでいくこととなり
ました。

フューチャー・デザイン・
ワークショップの開催

将来世代からの視点を獲得し、未来から現在を俯瞰しました

未来の立場から今を見る
…………………………特集
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ワークショップの様子
これをきっかけに、福祉関係者有

志が集まる「フューチャー・デザイ
ン＆ソーシャルワーク研究会」が主
体となり、これまで２回のワークショッ
プが開かれ、３回目がこのほど浅間
温泉を舞台に開催されました。

１回目は 2023 年３月、社会福祉
協議会職員が参加し、50 年先の
将来世代になって「一人ひとりがあ
んしんして暮らし続けることができ
る持続的な地域を実現するために、
2023 年のソーシャルワーカーは何
をしなければならないか？」というこ
とについて意見を出し合いました。
２回目は同年 12 月、福祉従事者な
どに参加枠を広げ、さらに 150 年

先の未来から現代を俯瞰しました。
そして３回目の今回は、まち歩き

の手法を組み入れ、参加者が実際
に浅間温泉の街中を歩きながら、過
去から引き継がれてきた地域の暮ら
しを発見し、そこに流れている時間
のつながりを体感するワークを行い
ました。このように過去を振り返った
うえで、次に将来世代ワークとして、
2174 年の浅間温泉にはどのような
地域資源があるかを話し合い、将来
世代の思考を獲得した参加者は、過
去と未来を行き来しながら、浅間温
泉の地域に「残してくれてありがとう」、

「つくってくれてありがとう」、「手放
してくれてありがとう」ということを
考え、具体的な意見を模造紙上に落

とし込みながら共有することでワーク
ショップのまとめとしました。このワー
クショップに参加した社会福祉法人ち
いさがた福祉会の中陽平さんは、「先
ばかり見て過ごしていましたが、ワー
クショップで『過去を見て　未来を
見据え　今を生きる』という言葉を
聞き、昔から大切にされていること、
変わらずにあるべきものを大切にし
ながら未来に向かっていく視点を学
びました」と話されました。

このワークショップを経験した参加者
は、それぞれ利用者や相談者、あるい
は地域と向き合い寄り添うなかで近視
眼的になりがちな思考から解放され、
これからの実践において真に必要なも
のを見つけることができたようです。

フューチャー・デザイン・
ワークショップの開催

２回目のワークショップ参加者に対して、６か月後に行ったアンケート結果の一部
2023年12月のワークショップを経験した
後で、あなたの普段の生活や業務の中で、
将来世代や未来のことを意識する機会があ
りましたか。

2023年12月のワークショップの目的は「近視眼的にな
りがちなソーシャルワークの実践から脱却し、新たな視
野を獲得すること」でした。ワークショップから半年を
経て、あなたのソーシャルワークに変化はありましたか。

■あった
■どちらかといえばあった
■どちらかといえばなかった

■変化があった
■どちらかといえば変化があった
■どちらかといえば変化がなかった

63.6%
36.4%

50%

13.6%

22.7%

13.6%

Q Q

１回目のワークショップの様子

２回目のワークショップの様子 ３回目のワークショップの様子
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長野県社会福祉士会の権利擁護センターぱあとなあな
がの（以下、「ぱあとなあ」）では、令和６年４月１日現在、99
名の会員が 306 件の後見人等を受任しています。今回は
後見人等が関わることで本人の意思を尊重しながら、自立
した生活を送れるように支援している事例をご紹介します。 90 代の要介護１の男性。ご自宅で朝・昼・夕・

夜と訪問介護を利用し、年金受給額を上回る介護
サービス料が負担でした。後見人がサービス内容
を見直し、新たな訪問介護事業所 3 社に契約を
分散させたことで、介護サービス料を抑制するこ
とが出来ました。当初は複数の訪問介護員が関わ
ることに戸惑いもありましたが、「嬉しいなあ」「温
かいものが食える」と新たな “ 支援者 ”との出会
いを喜ばれ、 疎遠になっていた近所の従妹が後見
人のつなぎにより毎日訪問してくれるようになり、
たくさんの人とつながりながら生活されています。

施設に長期入所しており、会話はできても、意
思の疎通は困難な方。施設職員が本人のことをよ
く理解しており、施設内の様々な方とチームを組
んでご本人の意思決定支援を行うように考えてい
ます。

しかし、すべてを施設にお任せするのではなく、
月一回の定期訪問時に本人との面談や施設職員へ
の聞き取りによって、本人の意思に沿った支援が
できているか、成年後見人としての立場を意識し
ながら本人の意思表明を支援しています。

６０代の統合失調症がある男性。
朝晩、家事支援サービスを利用しながら平日は

作業所へ通っていましたが、母親が亡くなってから
急に気力をなくしたようで、何を聞いてもカラ返事
でした。

本人に今後の希望を聞くと、母と暮らした今の
自宅で生活していきたいとのこと。

母が行っていた薬の管理方法から、分かりやす
い所へ薬を置いたり、薬に日付を書くなど、本人
が今の生活を維持できるよう工夫しました。

本人の権利擁護を支える成年後見

個別の課題に気づき、多様な仲間と共有し、
未来志向の発想で共に考え、あんしん未来の創造に向けて実践。
そんな取組を紹介します。

成年後見制度は認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が不十分であるため、財産
管理や身上保護などの法律行為における意思決定が困難な方々について、本人の権利を守るために
選任された後見人等により、本人を法律的に保護して支援する制度です。

人と人を結ぶ、つながりづくり

チームで意思決定支援ご本人の生活で出来ないことを支援

事例１

事例３事例２

※事例はすべて個人情報等に配慮し、実例を加工して掲載しています。

ぱあとなあ委員長 北原 俊憲さん

ぱあとなあ副委員長 鳥羽 弘幸さんぱあとなあ副委員長 小林 俊之さん
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ご感想・お問合せ・掲載希望等は
下記へお寄せください
長野県社会福祉協議会 総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244／FAX 026-228-0130
E-mail info@nsyakyo.or.jp

Webサイトもご覧ください！
福祉・

介護べんり帖
信州福祉・
介護のひろば

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修共同サイト
きゃりあねっと

� � � � � � � � � � � �

この絵を見て何を描いたと思われるだろうか。ロボット？宇宙人？それとも SF 漫画のキャ
ラクター？

阿久津さんは美術活動の際、何を描きたいのかを尋ねると「キンパツ好き。キンパツ描
く」と返答があります。金髪女性の画像を用意して欲しいというリクエストなので、支援員
はとびきり美人の画像をプリントして渡します。阿久津さんは嬉しそうな表情で受け取ると、

顔を近づけてじっくりと観察しながら丁寧にマジックを走らせていきます。そして何故か頭部や胴体は四角くなり、風変わりな髪型の人物が生まれ
ていきます。細部においても実に面白い形で構成されています。阿久津さんの目を通すといつも愉快な表情に置き換わっていくから不思議です。
しかしながら果たして置き換わっているのでしょうか。そもそも誰もが同じように見えていると思う方が不自然なことなのだと阿久津さんの絵を見
る度に気付かされます。支援員は美人だと思って渡した画像は、阿久津さんの目にはどう映っていたのでしょうか。

アートサポーターをやっていて、こういう目を持つ作者との出会いはざわめく瞬間です。出来ることならその目を借りて世界を見てみたい、そんなことに
ざわざわと思いを馳せるのです。 （ながのアートミーティング アートサポーター 小川 泰生 取材）
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２月　３日（月） 大町合同庁舎
２月　５日（水） 佐久合同庁舎
２月　６日（木） 飯山庁舎　
２月１０日（月） 伊那合同庁舎
２月１３日（木） 木曽合同庁舎

大 北
佐 久
北 信
上伊那
木 曽

❶
❷
❸
❹
❺

諏 訪
飯 伊
上 小
松 本
長 野

❻
❼
❽
❾
❿

２月１８日（火） 諏訪合同庁舎
２月１９日（水） エス・バード
２月２６日（水） 上田合同庁舎
３月　５日（水） 松本合同庁舎
３月１２日（水） 長野保健福祉事務所

今 後 の 予 定

Coming soon!Coming soon!

過去の
取組は
こちら！

過去の
取組は
こちら！


